
心理臨床学科 1年次 2年次 3年次 4年次

心理臨床学の基礎 認知行動療法 精神疾患とその治療Ⅰ 心理実習Ⅲ
心理臨床学の展開 精神疾患とその治療Ⅱ
心理学概論 知覚・認知心理学 チーム学校協働演習 学校ソーシャルワーク演習
臨床心理学概論 学習・言語心理学
障害者福祉 感情・人格心理学 臨床神経心理学

神経・生理心理学 健康・医療心理学
発達心理学 福祉心理学

社会・集団・家族心理学 司法・犯罪心理学
社会福祉の原理と政策Ⅰ 障害者・障害児心理学 精神分析学
社会福祉の原理と政策Ⅱ 心理的アセスメント 心理演習Ⅱ

心理学的支援法 心理実習Ⅰ
公認心理師の職責 心理実習Ⅱ

刑事司法と福祉 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ

精神保健福祉制度論 ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ

現代の精神保健の課題と支援Ⅰ 学校ソーシャルワーク論
現代の精神保健の課題と支援Ⅱ
精神保健福祉の原理Ⅰ
精神保健福祉の原理Ⅱ
ソーシャルワーの理論と方法Ⅰ
ソーシャルワーの理論と方法Ⅱ

心理学研究法 質的研究の技法
心理学統計法
心理学実験 データ解析演習

心理測定法
人間科学研究実習

産業・組織心理学
心理演習Ⅰ

社会福祉調査の基礎

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ 教育心理学 心理学外書講読Ⅲ
地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 心理学外書講読Ⅰ
精神障害リハビリテーション論 心理学外書講読Ⅱ 学校ソーシャルワーク実習指導
人体の構造と機能及び疾病 学校ソーシャルワーク実習

社会保障Ⅰ ソーシャルワーク演習(専門)Ⅱ
社会保障Ⅱ ソーシャルワーク演習(専門)Ⅲ
精神保健福祉現場体験 ソーシャルワーク実習指導Ⅱ
ソーシャルワーク演習(専門)Ⅰ ソーシャルワーク実習指導Ⅲ
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ ソーシャルワーク実習

ソーシャルワークの基盤と専門職 精神障害リハビリテーション論 ソーシャルワーク演習

教育・学校心理学（教育相談）
関係行政論

権利擁護を支える法制度

学科共通科目（学科共通科目は同じDPの各科目の基盤となっているため、繋がりを示す矢印を表示していません）

人間科学系科目

心理学系科目

精神保健福祉学系科目

③対応・判断力：他者と
の交流による学びや社
会・世界動向を通して、
現象を熟考・整理して課
題を評価し、多様なアプ
ローチを検討することが
できる（「思考力・判断
力・表現力」「主体性・
多様性・協働性」）

多様な情報から
課題を見出し，
解決方法を考
案・実行するこ
とができる

④倫理観：自己及び他者
の基本的人権を尊重し、
他者の利益と幸福に貢献
することができる（「知
識・技能」「思考力・判
断力・表現力」「主体
性・多様性・協働性」）

基本的人権に関
する多様な知識
を身につけてい
る

④倫理観：自己及び他者
の基本的人権を尊重し、
他者の利益と幸福に貢献
することができる（「知
識・技能」「思考力・判
断力・表現力」「主体
性・多様性・協働性」）

他者の利益や幸
福への貢献に必
要な態度・思
考・活力を身に
つけている

①人間理解・共感・回復
力：人を「生物-心理-社
会」モデルの視点で理解
し、その人がもつ個別性
と多様性を尊重すること
ができる。自己理解を深
めながら、自己とは異な
る他者の苦悩や立場をあ
りのままに理解すること
ができる。そして、他者
との関わりを通じて自己
の心や感情を受けとめ、
しなやかな心を取り戻
し、自己に活力を与える
ことができる（「知識・
技能」「主体性・多様
性・協働性」）

生物学的及び社
会文化的に人の
多様性を理解す
ることができる

特
別
研
究

卒
業
研
究

①人間理解・共感・回復
力：人を「生物-心理-社
会」モデルの視点で理解
し、その人がもつ個別性
と多様性を尊重すること
ができる。自己理解を深
めながら、自己とは異な
る他者の苦悩や立場をあ
りのままに理解すること
ができる。そして、他者
との関わりを通じて自己
の心や感情を受けとめ、
しなやかな心を取り戻
し、自己に活力を与える
ことができる（「知識・
技能」「主体性・多様
性・協働性」）

自己とは異なる
他者視点で観た
り考えたりする
ことができる

ストレスに直面
しても受け止め
て適応すること
ができる

②分析・発信力：個人と
社会の視点から、多様な
手法を通して現象を調
査・分析・考察し、発見
された課題とその解決方
法を適切に発信すること
ができる（「知識・技
能」「思考力・判断力・
表現力」）

量的・質的に情
報を収集・分析
することができ
る

②分析・発信力：個人と
社会の視点から、多様な
手法を通して現象を調
査・分析・考察し、発見
された課題とその解決方
法を適切に発信すること
ができる（「知識・技
能」「思考力・判断力・
表現力」）

分析等を通じて
論理的に考察し
て分かりやすく
報告することが
できる

③対応・判断力：他者と
の交流による学びや社
会・世界動向を通して、
現象を熟考・整理して課
題を評価し、多様なアプ
ローチを検討することが
できる（「思考力・判断
力・表現力」「主体性・
多様性・協働性」）

国内動向・国際
社会情勢・SDGs
の視点を身につ
けている


